「日本史探究　新訂版」（日探007-901）　ルーブリック評価表


第１部　原始・古代の日本と東アジア
第１章　日本文化のあけぼの
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成立，また黎明期の日本列島における自然環境と人間の生活に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成立，また黎明期の日本列島における自然環境と人間の生活に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成立，また黎明期の日本列島における自然環境と人間の生活に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成立，また黎明期の日本列島における自然環境と人間の生活に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成立，また黎明期の日本列島における自然環境と人間の生活に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成立，また黎明期の日本列島における自然環境と人間の生活に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成立，また黎明期の日本列島における自然環境と人間の生活に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成立，また黎明期の日本列島における自然環境と人間の生活に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成立，また黎明期の日本列島における自然環境と人間の生活に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。




第２章　ヤマト政権の成立と古墳文化
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	国家の形成と古墳文化，中国大陸・朝鮮半島との関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	国家の形成と古墳文化，中国大陸・朝鮮半島との関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	国家の形成と古墳文化，中国大陸・朝鮮半島との関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	国家の形成と古墳文化，中国大陸・朝鮮半島との関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	国家の形成と古墳文化，中国大陸・朝鮮半島との関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	国家の形成と古墳文化，中国大陸・朝鮮半島との関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	国家の形成と古墳文化，中国大陸・朝鮮半島との関係の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	国家の形成と古墳文化，中国大陸・朝鮮半島との関係の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	国家の形成と古墳文化，中国大陸・朝鮮半島との関係の変化に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。









第３章　律令国家の形成
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	律令体制の成立過程と諸文化の形成，隋・唐などの中国王朝の関係と政治や文化への影響に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	律令体制の成立過程と諸文化の形成，隋・唐などの中国王朝の関係と政治や文化への影響に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	律令体制の成立過程と諸文化の形成，隋・唐などの中国王朝の関係と政治や文化への影響に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	律令体制の成立過程と諸文化の形成，隋・唐などの中国王朝の関係と政治や文化への影響に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	律令体制の成立過程と諸文化の形成，隋・唐などの中国王朝の関係と政治や文化への影響に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	律令体制の成立過程と諸文化の形成，隋・唐などの中国王朝の関係と政治や文化への影響に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	律令体制の成立過程と諸文化の形成，隋・唐などの中国王朝の関係と政治や文化への影響に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	律令体制の成立過程と諸文化の形成，隋・唐などの中国王朝の関係と政治や文化への影響に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	律令体制の成立過程と諸文化の形成，隋・唐などの中国王朝の関係と政治や文化への影響に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。







第４章　古代の国家・社会の変容
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	貴族政治の展開，平安期の文化，地方支配の変化や武士の出現，東アジアとの関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	貴族政治の展開，平安期の文化，地方支配の変化や武士の出現，東アジアとの関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	貴族政治の展開，平安期の文化，地方支配の変化や武士の出現，東アジアとの関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	貴族政治の展開，平安期の文化，地方支配の変化や武士の出現，東アジアとの関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	貴族政治の展開，平安期の文化，地方支配の変化や武士の出現，東アジアとの関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	貴族政治の展開，平安期の文化，地方支配の変化や武士の出現，東アジアとの関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	貴族政治の展開，平安期の文化，地方支配の変化や武士の出現，東アジアとの関係の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	貴族政治の展開，平安期の文化，地方支配の変化や武士の出現，東アジアとの関係の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	貴族政治の展開，平安期の文化，地方支配の変化や武士の出現，東アジアとの関係の変化に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。







第２部　中世の日本と世界
第１章　荘園公領制の成立と院政
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配の変容，東アジアとの関わりの変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配の変容，東アジアとの関わりの変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配の変容，東アジアとの関わりの変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配の変容，東アジアとの関わりの変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配の変容，東アジアとの関わりの変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配の変容，東アジアとの関わりの変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に
取り組む態度
	貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配の変容，東アジアとの関わりの変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配の変容，東アジアとの関わりの変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配の変容，東アジアとの関わりの変化に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。






第２章　中世の国家・社会の展開
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	武家政権の成立や展開，産業の発達，宗教や文化の展開，ユーラシアとの交流と経済や文化への影響に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	武家政権の成立や展開，産業の発達，宗教や文化の展開，ユーラシアとの交流と経済や文化への影響に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	武家政権の成立や展開，産業の発達，宗教や文化の展開，ユーラシアとの交流と経済や文化への影響に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	武家政権の成立や展開，産業の発達，宗教や文化の展開，ユーラシアとの交流と経済や文化への影響に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	武家政権の成立や展開，産業の発達，宗教や文化の展開，ユーラシアとの交流と経済や文化への影響に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	武家政権の成立や展開，産業の発達，宗教や文化の展開，ユーラシアとの交流と経済や文化への影響に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	武家政権の成立や展開，産業の発達，宗教や文化の展開，ユーラシアとの交流と経済や文化への影響に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	武家政権の成立や展開，産業の発達，宗教や文化の展開，ユーラシアとの交流と経済や文化への影響に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	武家政権の成立や展開，産業の発達，宗教や文化の展開，ユーラシアとの交流と経済や文化への影響に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。






第３章　中世の国家・社会の変容
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	武家政権の変容，日明貿易の展開と琉球王国の成立，村落や都市の成立，多様な文化の形成や融合に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	武家政権の変容，日明貿易の展開と琉球王国の成立，村落や都市の成立，多様な文化の形成や融合に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	武家政権の変容，日明貿易の展開と琉球王国の成立，村落や都市の成立，多様な文化の形成や融合に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	武家政権の変容，日明貿易の展開と琉球王国の成立，村落や都市の成立，多様な文化の形成や融合に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	武家政権の変容，日明貿易の展開と琉球王国の成立，村落や都市の成立，多様な文化の形成や融合に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	武家政権の変容，日明貿易の展開と琉球王国の成立，村落や都市の成立，多様な文化の形成や融合に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	武家政権の変容，日明貿易の展開と琉球王国の成立，村落や都市の成立，多様な文化の形成や融合に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	武家政権の変容，日明貿易の展開と琉球王国の成立，村落や都市の成立，多様な文化の形成や融合に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	武家政権の変容，日明貿易の展開と琉球王国の成立，村落や都市の成立，多様な文化の形成や融合に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。







第３部　近世の日本と世界
第１章　東アジア世界の変容と天下統一
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	織豊政権から17世紀初めの時期の政治・経済政策，アジア各地やヨーロッパ諸国との貿易や対外関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	織豊政権から17世紀初めの時期の政治・経済政策，アジア各地やヨーロッパ諸国との貿易や対外関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。

	織豊政権から17世紀初めの時期の政治・経済政策，アジア各地やヨーロッパ諸国との貿易や対外関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	織豊政権から17世紀初めの時期の政治・経済政策，アジア各地やヨーロッパ諸国との貿易や対外関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	織豊政権から17世紀初めの時期の政治・経済政策，アジア各地やヨーロッパ諸国との貿易や対外関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	織豊政権から17世紀初めの時期の政治・経済政策，アジア各地やヨーロッパ諸国との貿易や対外関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	織豊政権から17世紀初めの時期の政治・経済政策，アジア各地やヨーロッパ諸国との貿易や対外関係の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	織豊政権から17世紀初めの時期の政治・経済政策，アジア各地やヨーロッパ諸国との貿易や対外関係の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	織豊政権から17世紀初めの時期の政治・経済政策，アジア各地やヨーロッパ諸国との貿易や対外関係の変化に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。




第２章　幕藩体制の成立と展開
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	幕藩体制の確立，貿易の統制と対外関係，産業の発達，近世の社会と文化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	幕藩体制の確立，貿易の統制と対外関係，産業の発達，近世の社会と文化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	幕藩体制の確立，貿易の統制と対外関係，産業の発達，近世の社会と文化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	幕藩体制の確立，貿易の統制と対外関係，産業の発達，近世の社会と文化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	幕藩体制の確立，貿易の統制と対外関係，産業の発達，近世の社会と文化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	幕藩体制の確立，貿易の統制と対外関係，産業の発達，近世の社会と文化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	幕藩体制の確立，貿易の統制と対外関係，産業の発達，近世の社会と文化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	幕藩体制の確立，貿易の統制と対外関係，産業の発達，近世の社会と文化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	幕藩体制の確立，貿易の統制と対外関係，産業の発達，近世の社会と文化に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。







第３章　近世の国家・社会の変容
	[bookmark: _Hlk97719635]
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	幕府政治の動揺と諸藩の動向，飢饉や一揆の発生，近世の庶民の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	幕府政治の動揺と諸藩の動向，飢饉や一揆の発生，近世の庶民の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	幕府政治の動揺と諸藩の動向，飢饉や一揆の発生，近世の庶民の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	幕府政治の動揺と諸藩の動向，飢饉や一揆の発生，近世の庶民の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	幕府政治の動揺と諸藩の動向，飢饉や一揆の発生，近世の庶民の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	幕府政治の動揺と諸藩の動向，飢饉や一揆の発生，近世の庶民の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	幕府政治の動揺と諸藩の動向，飢饉や一揆の発生，近世の庶民の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	幕府政治の動揺と諸藩の動向，飢饉や一揆の発生，近世の庶民の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	幕府政治の動揺と諸藩の動向，飢饉や一揆の発生，近世の庶民の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。






第４部　近現代の地域・日本と世界
第１章　開国から倒幕へ
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化，それにともなう対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権の成立に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化，それにともなう対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権の成立に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化，それにともなう対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権の成立に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化，それにともなう対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権の成立に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化，それにともなう対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権の成立に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化，それにともなう対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権の成立に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化，それにともなう対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権の成立に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化，それにともなう対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権の成立に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化，それにともなう対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権の成立に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。



第２章　明治維新
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	明治維新やそれにともなう文明開化の風潮に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	明治維新やそれにともなう文明開化の風潮に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	明治維新やそれにともなう文明開化の風潮に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	明治維新やそれにともなう文明開化の風潮に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	明治維新やそれにともなう文明開化の風潮に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	明治維新やそれにともなう文明開化の風潮に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	明治維新やそれにともなう文明開化の風潮に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	明治維新やそれにともなう文明開化の風潮に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	明治維新やそれにともなう文明開化の風潮に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。










第３章　近代国家の形成
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	立憲体制への移行，国民国家の形成，アジアや欧米諸国との関係の変容，産業の発展の経緯と近代の文化の特色に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	立憲体制への移行，国民国家の形成，アジアや欧米諸国との関係の変容，産業の発展の経緯と近代の文化の特色に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。

	立憲体制への移行，国民国家の形成，アジアや欧米諸国との関係の変容，産業の発展の経緯と近代の文化の特色に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	立憲体制への移行，国民国家の形成，アジアや欧米諸国との関係の変容，産業の発展の経緯と近代の文化の特色に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	立憲体制への移行，国民国家の形成，アジアや欧米諸国との関係の変容，産業の発展の経緯と近代の文化の特色に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	立憲体制への移行，国民国家の形成，アジアや欧米諸国との関係の変容，産業の発展の経緯と近代の文化の特色に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	立憲体制への移行，国民国家の形成，アジアや欧米諸国との関係の変容，産業の発展の経緯と近代の文化の特色に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	立憲体制への移行，国民国家の形成，アジアや欧米諸国との関係の変容，産業の発展の経緯と近代の文化の特色に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	立憲体制への移行，国民国家の形成，アジアや欧米諸国との関係の変容，産業の発展の経緯と近代の文化の特色に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。




第４章　両大戦間の日本
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	大正から昭和初期における政党政治，大衆社会の形成，恐慌と国際関係に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	大正から昭和初期における政党政治，大衆社会の形成，恐慌と国際関係に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	大正から昭和初期における政党政治，大衆社会の形成，恐慌と国際関係に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	大正から昭和初期における政党政治，大衆社会の形成，恐慌と国際関係に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	大正から昭和初期における政党政治，大衆社会の形成，恐慌と国際関係に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	大正から昭和初期における政党政治，大衆社会の形成，恐慌と国際関係に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	大正から昭和初期における政党政治，大衆社会の形成，恐慌と国際関係に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	大正から昭和初期における政党政治，大衆社会の形成，恐慌と国際関係に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	大正から昭和初期における政党政治，大衆社会の形成，恐慌と国際関係に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。







第５章　十五年戦争と日本
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社会，国民生活の変容に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社会，国民生活の変容に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社会，国民生活の変容に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社会，国民生活の変容に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社会，国民生活の変容に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社会，国民生活の変容に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社会，国民生活の変容に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社会，国民生活の変容に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社会，国民生活の変容に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。







第６章　戦後日本の形成
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	第二次世界大戦後の日本の再出発，その後の政治・社会の展開，それにともなう国民生活の変容に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	第二次世界大戦後の日本の再出発，その後の政治・社会の展開，それにともなう国民生活の変容に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	第二次世界大戦後の日本の再出発，その後の政治・社会の展開，それにともなう国民生活の変容に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	第二次世界大戦後の日本の再出発，その後の政治・社会の展開，それにともなう国民生活の変容に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	第二次世界大戦後の日本の再出発，その後の政治・社会の展開，それにともなう国民生活の変容に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	第二次世界大戦後の日本の再出発，その後の政治・社会の展開，それにともなう国民生活の変容に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	第二次世界大戦後の日本の再出発，その後の政治・社会の展開，それにともなう国民生活の変容に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	第二次世界大戦後の日本の再出発，その後の政治・社会の展開，それにともなう国民生活の変容に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	第二次世界大戦後の日本の再出発，その後の政治・社会の展開，それにともなう国民生活の変容に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。







第７章　グローバル化のなかの現代日本
	
	Ａ（十分に到達できている）
	Ｂ（一部は到達できている）
	Ｃ（到達に努力を要する）

	知識・技能
	現代の政治や社会の仕組み，グローバル化の進展の影響，現在日本が直面している課題に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	現代の政治や社会の仕組み，グローバル化の進展の影響，現在日本が直面している課題に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	現代の政治や社会の仕組み，グローバル化の進展の影響，現在日本が直面している課題に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。

	思考・判断・表現
	現代の政治や社会の仕組み，グローバル化の進展の影響，現在日本が直面している課題に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	現代の政治や社会の仕組み，グローバル化の進展の影響，現在日本が直面している課題に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。
	現代の政治や社会の仕組み，グローバル化の進展の影響，現在日本が直面している課題に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。

	主体的に学習に
取り組む態度
	現代の政治や社会の仕組み，グローバル化の進展の影響，現在日本が直面している課題に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。
	現代の政治や社会の仕組み，グローバル化の進展の影響，現在日本が直面している課題に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。

	現代の政治や社会の仕組み，グローバル化の進展の影響，現在日本が直面している課題に関する問いに対して， 自らの答えを出そうとしていない。
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